
 

藤岡シティ青少年 

健全育成推進部会 
 

 私たちは、青少年育成国民 

会議の第 15 期生として、青          

少年育成アドバイザーの研修 

を修了したことを期にこの会 

を立ち上げ、今年で 25 年になりました。 

青少年とシニア世代に関わるいろいろなイベ

ント（球技・陶芸・竹細工や伝承文化等）の企

画運営を行い、青少年育成県民会議からの表彰

も受けました。近年においては、そば打ち研究

会・むかし遊びやしめ縄作りの指導、またアシ

ストネットの推進として小学校でのボランティ

ア活動も行っています。少子高齢化社会におけ 

           る子ども達の健全育 

成は重要な課題です 

無理なく楽しく、私 

たちと一緒に活動 

しませんか。 

連絡先：海老沼光雄 

℡･Fax62-3437 

 

                            

    

藤
岡
こ
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、

１１
月
の
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援

全
国
強
調
月
間
」
に
合
わ
せ
て
、「
あ

い
さ
つ
運
動
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

こ
の
運
動
は
、
あ
い
さ
つ
を
と
お

し
て
地
域
の
人
々
が
子
ど
も
た
ち
を

見
守
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
を
犯

罪
か
ら
守
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た

ち
が
よ
り
よ
い
人
間
関
係
を
構
築
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
も
の
で
す
。 

             

11
月
中
に
各
小
中
学
校
で
実
施

さ
れ
、
団
体
の
皆
さ
ん
や
、
登
校
す

る
児
童
生
徒
た
ち
の
間
で
、「
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
の
元
気
な
声
が

飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
福

祉
ま
つ
り
や
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
に
お
い
て
も
啓
発
活
動
を
行
い
、

地
域
ぐ
る
み
で
の
子
ど
も
・
若
者
の

見
守
り
活
動
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

な
お
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
小

中
学
校
の
新
学
期
に
合
わ
せ
て
、
今

春
も
あ
い
さ
つ
運
動
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。 

【
あ
い
さ
つ
運
動
参
加
団
体
】 

➀
各
小
中
学
校 

栃
木
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
藤
岡
ブ
ロ
ッ
ク
、
地
域
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
、
藤
岡
地
区
民
生
委

員
・
児
童
委
員
協
議
会
、
少
年
補
導

員
会
、
保
護
司
会
藤
岡
地
区
会
、
更

生
保
護
女
性
会
藤
岡
地
区
会
、
藤
岡

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
、
家
庭
教
育

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
ど
ー
な
つ
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん 

②
福
祉
ま
つ
り 

藤
岡
シ
テ
ィ
青
少

年
健
全
育
成
推
進
部
会 

③
藤
岡
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

藤
岡
町
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議

会 

    

渡
良
瀬
遊
水
地
は
、
治
水
や
利
水

だ
け
で
な
く
、
歴
史
や
恵
ま
れ
た
自

然
を
体
験
的
に
学
ぶ
こ
と
も
で
き
、

児
童
生
徒
の
教
育
活
動
の
場
と
し
て

大
き
な
魅
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

 

藤
岡
こ
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

は
、
地
元
藤
岡
地
域
の
小
・
中
学
校

に
よ
る
渡
良
瀬
遊
水
地
で
の
環
境
教

育
の
推
進
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
生

徒
が
保
全
や
利
活
用
に
対
す
る
意
識

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
遊

水
地
課
の
協
力
を
い
た
だ
き
「
ふ
る

さ
と
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
ま
し
た
。 

 

小
・
中
学
生
が
、
現
地
に
お
い
て

野
鳥
や
昆
虫
等
の
専
門
家
の
説
明
を

受
け
た
り
、
絶
滅
危
惧
種
保
全
活
動

(

特
定
外
来
種
除
去
作
業)

や
、
実
際

に
ヨ
シ
ズ
を
編
ん
だ
り
ヨ
シ
紙
を
漉

く
な
ど
の
体
験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
工
事
中
の
排
水
機
場
の
見

学
を
す
る
と
と
も
に
、
ポ
ン
プ
の
仕

組
み
な
ど
も
学
び
ま
し
た
。 
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藤
岡
こ
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
設
立
さ
れ
る 

あ
い
さ
つ
運
動 

～
支
え
よ
う 

 
 

輝
く
ひ
と
の 

夢
み
ら
い
～ 11/22 藤岡二中にて 

11/10 赤麻小にて 

団体紹介⑤ 

 

会長 

海老沼光雄さん 

渡
良
瀬
遊
水
地 

 

ふ
る
さ
と
セ
ミ
ナ
ー 

7/1 特定外来種除去作業（三鴨小） 

藤  岡  こ  ど  も

り  
 

ネ ッ トワークだよ り 
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地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

坂本 茂子船田 幸男

田中 ひろみ
鯉沼 裕子

上岡 裕美子
早乙女 順子

読み聞かせ　ブックトーク
若き職業人との交流
ふるさと学習のまとめ　新聞作成
ふるさと学習体験学習
和楽器演奏指導

藤
岡
一
中

藤
岡
二
中

小中合同ボランティア
　（クリーン活動）
読み聞かせボランティア
グラウンドゴルフ体験
箏の体験学習

平間 久子
葛生 あや子

田熊 光雄
田沼 常宜

読み聞かせ　着衣水泳指導
田植え・稲刈り指導
昔遊び体験
社会科授業支援（これからの食糧生産）

茶道体験・華道体験
外国語活動支援　しめ縄づくり指導
「よさこい藤岡」踊り指導
家庭科ミシン縫い支援

三
鴨
小

赤
麻
小

読み聞かせ活動　手話・点字体験
さつまいも農作業支援・習字支援
家庭科実習支援（裁縫・ミシン）
昔の道具体験　かけ算九九支援
そろばん学習支援
茶道体験　琴鑑賞会・体験
昔遊び体験　のこぎり実習支援
学校支援ボランティア感謝会反省会

サマーチャレンジ
のこぎり支援・カッター支援
手縫い支援　ミシン支援
昔遊び体験と給食会
給食用白衣の修繕　校外学習引率補助
高齢者とのふれあい会　読み聞かせ
かけ算九九の唱え支援
藤岡タイムトラベル（昔の暮らし調べ）

お囃子と着付け
校舎内外の整備
野菜の植え付け
生け花　三味線　和菓子づくり
田植え・稲刈り・脱穀
読み聞かせ　校外学習引率
消火活動体験　昔遊び体験
いちご農家見学

部
屋
小

藤
岡
小

                              花壇づくり

ボランティア活動 ボランティア活動

　赤麻小学校では、地域の方々が自宅のお庭に咲いている花を学校の環境

美化のためにと、学校に持ってきてくださいます。そこで、今年は地域の

ボランティアの方々と子どもたちが協力して学校の花壇づくりに取り組も

うということになりました。地域ボランティアの方々と環境委員会の子ど

もたちが協力し、花壇の除草、土作り、苗植え、球根植えを行いました。

また、毎年行っている一人一鉢運動にも協力いただき、苗の配布や植え方

の指導をしていただきました。すてきな花壇ができあがると同時に、楽し

い交流の機会にもなりました。

　５年生は、毎年学校近くの農家の方のご指導のもと、田植えや稲刈りなど

を体験させていいただいています。その稲作体験学習の締めくくりとして、

１２月にしめ縄づくりを行っています。子どもたちにとって、わらをより合

わせて「縄をなう」のは初めての経験です。大勢の地域の方に来ていただ

き、一人一人丁寧にご指導いただいたおかげで、次第にこつをつかみ、最後

にはどの子も立派なしめ縄を作り上げることができました。私たちの祖先が

長年積み上げてきた日本古来の伝統的行事に接する貴重な機会となりまし

た。

地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ

しめ縄づくり

赤 麻 小 学 校  

三 鴨 小 学 校  

各学校の取り組み 

学校で活動してみませんか   

ボランティア募集中 

学校でのボランティアに興味のある方は、各学校の地域

コーディネーターまたは藤岡公民館へご連絡ください。 

藤岡地域ではたくさんの地域の方々が「とちぎ未来アシストネット」を活用し、学校支援

ボランティアとして活躍してくださっております。また、児童・生徒も積極的に地域の行

事に参加し貢献活動を行っています。“地域ぐるみ”で子どもたちの「生きる力」を育む

ため、地域の皆様の力が必要です。例えば・・・クラブ活動に協力したい 特技や学んだ

ことを活かしたい 読み聞かせを通して本好きな子にしたい 子ども達と話したい 遊び

たい 自分の体験を話したい 環境美化に協力したい・・・等々 



 とちぎ未来アシストネット事業

若き職業人との交流会

　　　消防団から学ぶ

　毎年、学区内にある特別養護老人ホーム「緑風苑」に、ボランティア委
員会の生徒を中心に年間２回訪問させていただいています。
　１回目は校歌や「ふるさと」の合唱、リコーダー演奏を披露し、高齢者
の方々とのふれあい活動も行いました。
　２回目は、ボランティア委員の他、和太鼓のグループも加わって訪問し
ました。和太鼓「二中囃子」の演奏を披露し、高齢者の方々から大きな拍
手をいただきました。その後のふれあい活動では、前回と同様になごやか
に談笑することができました。
　この活動をとおして、生徒たちのボランティア精神を養うことと共に、
高齢者の方々から生き方を学ぶことができました。

　地域教育協議会は、各学校長、地域コーディネーター、

　自治会代表、公民館長の21名で構成され、アシストネッ

　ト事業の情報交換や課題などを話合っています。

　縦割り班活動の中で、「昔の遊び体験」にボランティアさ
んたちが参加してくださいました。体育館で、お手玉、あや
とり、おはじき、こま、けん玉、竹馬コーナーを作って、な
かよし班ごとに回りながら楽しく遊びました。ボランティア
さんの的確なアドバイスで、上手に遊ぶことができました。
昔遊びをとおしてボランティアさんと児童が一緒になって楽
しく交流することができました。

　４年生の社会科「安全なくらしを守る　～なくそう，こわい火事～」の学
習では、今年度は部屋地区の消防団の方に来ていただき、消防訓練の体験と
消防団の仕事・役割について説明していただきました。
　この活動によって、自分たちの安全のために努力している地域の方がいる
ことを知りました。また、自分達も地域のためにできることをやっていこう
という意識をもつことができ、大変有意義な学習ができました。

緑風苑訪問

なかよし班での昔遊び 

　「とちぎ未来アシストネット」は、地域の

方の知識や技能・経験を活かして、子どもた

ちの学習を支援する「学校ボランティア」

です。各校に学校・地域コーディネーターが

配置され、独自に特色のある事業に取り組む

ことで、地域との絆が深まっています。

以下、地域教育協議会で報告された平成28年

度の各校の事業概要をご紹介します。

　２年生は、６月に行った職場体験学習を通して、働くことの意義を学び、自分の将来について真剣に考え

るようになりました。そして、夢をつかむためにはどうすればいいのかを考える手がかりとして９月に

「若き職業人との交流会」を実施しました。

　地域コーディネーターの船田さんのお世話になって、大工・デザイナー

・自動車整備士・保育士・消防士等、本校卒業生を中心に１０種類の職業

の方々に来校していただきました。仕事の概要、喜びや苦労などを映像や

小道具を使っての実演などで、分かりやすく説明していただきました。

　生徒は、自分の関心のある職業について、先輩達から直接、質問に答え

ていただきました。自分の進路や職業に対する考えを深めることができ、

自分の将来について見つめ直すよい機会となりました。

  

地域教育協議会 

藤小 

 三小  赤小 部小 一中  

二中 

アシストネット本部  
【藤岡公民館】 

藤 岡 小 学 校  

藤岡第一中学校  

藤岡第二中学校  

部 屋 小 学 校  



 
 
 

【協力団体】 

➀茶道体験(文団連茶道部) 

②和菓子づくり（小暮菓子店） 

③フラワーアレンジ（どーなつクラブ） 

④しめ縄づくり（藤岡シティ） 

提灯絵付け（ハードル会） 

⑤手造りおもちゃ（若菜誠さん） 

勾玉づくり（尾島忠信さん） 

⑥スポーツ吹き矢（スポーツ吹き矢愛好会） 

⑦写真撮影（写団藤岡） 

⑧託児コーナー（託児ボランティア） 

  

藤
岡
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催 

-１- 

④フラワーアレンジ 

②絵 手 紙 

 

 

 

先生の指導のもと、普段経験できない体験を楽しんだ。 

④しめ縄・提灯絵付け 

子どもたちのために指導してくださった先生方 

  

 

子
ど
も
た
ち
の
心
の
成
長
に
は
、

地
域
で
の
豊
か
な
体
験
が
不
可
欠

で
す
。
生
活
体
験
や
自
然
体
験
が

豊
富
な
子
ど
も
、
家
庭
で
お
手
伝

い
を
す
る
子
ど
も
ほ
ど
道
徳
観
・

正
義
感
が
充
実
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
核
家
族
化
が
進
ん
だ
現

代
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き

る
力
」
を
社
会
全
体
で
育
ん
で
い

く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
、
藤
岡
町
子
ど
も
会
育

成
会
連
絡
協
議
会
で
は
、
藤
岡
地 

 

  域
の
青
少
年
に
関
わ
る
団
体
に
協

力
を
い
た
だ
き
、
地
域
ぐ
る
み
で

様
々
な
体
験
活
動
を
紹
介
し
、
子

供
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
図
ろ

う
と
、「
藤
岡
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

11
月
20
日
（
日
）
、
会
場
と
な

っ
た
藤
岡
公
民
館
や
文
化
会
館
で

は
、
大
勢
の
子
供
た
ち
や
保
護
者
、

そ
し
て
様
々
な
活
動
を

担
当
す
る
団
体
関
係
者
、

来
賓
の
方
な
ど
約

200

名
が
出
席
し
、
子
ど
も

た
ち
の
賑
や
か
な
声
に

つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。 

 

開
会
式
の
後
、
茶
道

体
験
や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
、
和
菓
子
づ
く
り

な
ど
６
カ
所
で
８
つ
の

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、

地
域
で
活
動
す
る
団
体

が
指
導
に
あ
た
り
ま
し

た
。
普
段
は
、
自
ら
の

活
動
に
精
励
し
て
い
る

方
た
ち
も
、
こ
の
日
は

子
ど
も
た
ち
に
初
歩
か
ら
手
ほ
ど

き
し
て
く
だ
さ
り
、
子
ど
も
た
ち

も
真
剣
に
聞
き
入
る
と
と
も
に
、

地
域
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
深
め

て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
文
化
会
館
で
は
、
子
ど

も
た
ち
の
作
品
展
示
や
茶
道
の
お

点
前
な
ど
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
成
果
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ケ

ー
キ
の
よ
う
な
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
や
美
味
し
そ
う
な
和
菓
子
、
手

造
り
の
万
華
鏡
や
マ
イ
提
灯
な
ど
、

丁
寧
に
作
ら
れ
た
様
々
な 

体
験
活
動
の
作
品
を
、
食 

い
入
る
よ
う
に
見
入
る
子 

ど
も
た
ち
も
い
ま
し
た
。 

最
後
に
、
講
師
の
皆
さ 

ん
か
ら
、
一
生
懸
命
取
り 

組
ん
だ
こ
と
へ
の
お
褒
め 

の
言
葉
や
こ
れ
か
ら
の
活 

動
へ
の
期
待
な
ど
に
つ
い 

て
お
話
が
あ
り
、
盛
会
裏 

に
終
了
と
な
り
ま
し
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子どもフェスティバルに 
ご協力ありがとうございました 

  

 

地
域
ぐ
る
み
で
青
少
年
の
育
成
活
動
を
推
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③フラワーアレンジ ⑥スポーツ吹き矢 

➀茶道体験 

⑤手造りおもちゃ・勾玉 ②和菓子づくり 
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